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＊大変古い症例ですが、当時のことははっきり覚えていますので報告します。 

 

患患患患    者者者者； Ｓ・Ｏさん  ６８歳   女性 

初診日初診日初診日初診日；；；； 2004年 9月 3日 

主主主主    訴訴訴訴； 腰痛  副訴として頭痛 

現病歴現病歴現病歴現病歴；１０日ほど前より、夜中起きる時、朝起きる時に腰仙関節部周辺に痛

みが出る。 

頭痛に関しては、時々、右半分に激しい痛みがある。（受信時は痛み

無し）９年前に右網膜剥離の手術を受けていて、それ以降と言うこと

でした。 

既既既既往歴往歴往歴往歴；高血圧 

社会歴社会歴社会歴社会歴；農家（果樹園） 

家族歴家族歴家族歴家族歴；特になし 

内服薬内服薬内服薬内服薬；高血圧に対する薬を内服中 

臨床所見臨床所見臨床所見臨床所見；体幹のＲＯＭ、左側屈で腰仙関節部の痛みが出る。その他の動きは

ＯＫ。知覚、反射は特に異常無し。 

頭痛に対し、本来は、頭部の脳神経検査などやらなく手は行けなかっ

たと思いますが、その際はやっていません。頭痛の際、前兆現象は特

に感じない、と言うことでした。 

治治治治    療療療療；；；； 

１回目（９月３日）１回目（９月３日）１回目（９月３日）１回目（９月３日） 

主に持続圧迫的な手技により、骨盤、胸郭、脊柱の歪みと可動性を改

善させています。 

骨盤は、仙骨がＲＡＩ－Ｓ、寛骨のＬＰ－ＩＮ、ＲＡ－ＩＮに対して

は、ＳＯＴブロックを使用して調整、腰部全体が左突側弯で可動性減

少していたのを改善。 

頭痛など頭頸部の症状が強い場合は、頭蓋底部の緊張緩和、硬膜の緊

張の解除などを目的として、頭蓋仙骨治療を行っています。 

頭蓋底の解放テクニック、ＣＶ－４、前頭骨リフト、頭頂骨リフト、

蝶形骨リフト、耳を引っ張るテクニックなど 

２回目（９月７日）２回目（９月７日）２回目（９月７日）２回目（９月７日） 

腰の痛みは少し和らいだが、まだ少し痛む。 

治療は１回目同様。 



３回目（９月１４日）３回目（９月１４日）３回目（９月１４日）３回目（９月１４日） 

腰はだいぶ良い。 

治療は同様。 

 

その後は農作業の関係で腰の張り感などが出たりして、症状が出その後は農作業の関係で腰の張り感などが出たりして、症状が出その後は農作業の関係で腰の張り感などが出たりして、症状が出その後は農作業の関係で腰の張り感などが出たりして、症状が出たときに治療する形たときに治療する形たときに治療する形たときに治療する形

で継続して来院しています。で継続して来院しています。で継続して来院しています。で継続して来院しています。 

 

１３回目（１３回目（１３回目（１３回目（2005200520052005 年２月１０日）年２月１０日）年２月１０日）年２月１０日） 

頭痛に関しては、腰痛軽快後も、時々強い痛みが出ると言うことで、Ｔ

ＦＴ（思考場療法）のＰＲスポット１５回とガミュート・スポット５０

回のタッピングを指導しました。 

  

 ＴＦＴ療法の、アルゴリズムレベルで使われる治療ポイントは、この１３カ所です。 

それぞれ左右対称の場所にありますが、圧痛領域だけは、左側だけの治療ポイントになりま

す。 



ガミュート・スポット ＝ こぶしを作ったときに出来る薬指と小指の関節の谷を、手首方

向に２．５センチ移動したところ 

ＰＲスポット ＝ 手のひら横の小指の付け根と手首の中間点 

 

ＰＲスポットはスイッチングのような状態を修正するポイントとして

使われます。 

ガミュート・スポットはいろいろな状況で使われますが、主には身体的

な苦痛に対して使われます。 

 

頭痛がするときにその痛みを感じながらタッピングしてもらいます。Ｔ

ＦＴの正しい治療手順では、もう少し複雑ですが、患者さんが覚えられ

るようにこの２ポイントだけの指導にしました。 

 

１４回目（１４回目（１４回目（１４回目（2005200520052005 年３月９日）年３月９日）年３月９日）年３月９日）     

まだ少し痛み出るが、ＴＦＴが効く感じ、と言うことで、その後も、頭

痛が起きたらタッピングをするように指導しました。 

 

 

１９回目（１９回目（１９回目（１９回目（2005200520052005 年８月３日）年８月３日）年８月３日）年８月３日） 

腰の重だるさが主訴で来院した際は「頭痛はひどくないが薬ははなせな

い」 

３１回目（３１回目（３１回目（３１回目（2005200520052005 年５月９日）年５月９日）年５月９日）年５月９日） 

最近は１ヵ月に１度のメンテナンス的な治療になっていますが、頭痛は

ほとんど気にならない。と言うことでした。 

 

考考考考    察察察察；ＴＦＴ（思考場療法）は、不安や恐怖など、心理的な問題を対象とし

た治療法です。ＴＦＴの理論では、特定のポイントを特定の順番でタ

ッピングすることによって、思考場に存在するパータベーションと言

われる異常な状態を解消することで、心理的な問題が解決するとされ

ています。 

理屈はともかく、実際、緊張などについてＴＦＴを行ってみると、緊張

を感じさせることを考えたときの身体に感じる緊張感が減少したり消

失したりということが起こります。 

今回、身体的苦痛に対するポイントであるガミュートスポットのタッピ

ングを指導しました。頭痛に対して意識を合わした状態（頭痛を感じな

がら）で５０回ほどタッピングしてもらうだけですが、意外と効果が大

きいように思います。もちろん効果の無かったこともありますが、この



患者さんの他に数人の患者さんで効果が見られたり、私の家内の頭痛も

タッピング直後に痛みが取れるということを経験しています。 

頭痛以外の痛みにも効果があるのか？ 

他のポイントのタッピングでは効果がないのか？ 

と言うことについては、試してないのでまだ分かりません。 

 

ＴＦＴの理論では、どこの痛みに対しても、その痛みに意識を合わせて、

タッピングすれば楽になると言うことになります。 

神経的に関連のない場所でも効果が期待できることから、痛みに意識を

合わせながらのガミュートスポットのタッピングによって、痛みを和ら

げる脳内物質の分泌を促進したりするのかも・・、と考えます。 

 

カイロ的に問題がないにもかかわらず、痛みが取れない場合など、試し

てみてはどうかと思います。 

 

 

ＴＦＴについて、私が以前、東海支部の会報でＴＦＴを紹介した原稿を

添付しますので、参考にしてください。 


